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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療用観察装置のシャフトのカバーであって、該カバーは、
　前記医療用観察装置のシャフトの遠位先端に適用するように構成されるとともに、使用
時に前記シャフトの遠位端部の長さの一部に沿って延び、周囲近位縁部、周囲遠位縁部、
その少なくとも一部が前記シャフトを把持する内面、及び外面を含む管状部材と、
　前記管状部材の周りに周方向に離間して配置され、そのそれぞれがベース部分とアーム
部分とを有する複数の突出要素と含み、
　前記ベース部分は、前記突出要素を回動軸周りに回動可能に前記管状部材に取り付ける
第１取付部及び第２取付部と、ディテント部とを含み、
　前記管状部材は、明確に画定された接触領域を得るために、少なくとも周囲面の一部に
対して隆起した領域を提供する突起部を含み、前記接触領域は、前記突出要素の遠位方向
への回動移動の際、前記ディテント部は接触領域に衝突し、それにより突出要素のベース
部分のさらなる回動を妨げるよう配置されていることを特徴とする、カバー。
【請求項２】
　前記ディテント部は前記回動軸の前記アーム部分とは反対側に配置される、請求項１に
記載のカバー。
【請求項３】
　前記ディテント部と前記接触領域との少なくとも１つは弾性的に変形可能である、請求
項１又は２に記載のカバー。
【請求項４】
　前記接触領域は前記管状部材と一体的に形成される、請求項１～３のいずれか１項に記
載のカバー。
【請求項５】
　前記接触領域と前記突出要素とは前記管状部材と一体的に形成される、請求項１～４の
いずれか１項に記載のカバー。
【請求項６】
　前記カバーは３～１０個の突出要素を含み、前記突出要素のぞれぞれは、対応する接触
領域に関連するディテント部を有する、請求項１～５のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項７】
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　前記突出要素は、前記管状部材の周りのリングに離間して配置されている、請求項１～
６のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項８】
　前記リングは、前記管状部材の前記遠位縁部から前記突出要素の長さより小さい距離だ
け離間している、請求項７に記載のカバー。
【請求項９】
　前記リングは、前記管状部材の前記遠位縁部から１０ｍｍ以内に配置される、請求項７
又は８に記載のカバー。
【請求項１０】
　前記カバーは、その外面に、前記管状部材に対して軸方向に延びる複数のチャンネルを
含み、前記チャンネルのそれぞれは、軸方向に延びるペアのチャンネル壁の間に画定され
、前記突出要素のそれぞれは前記チャンネルに取り付けられる、請求項１～９のいずれか
１項に記載のカバー。
【請求項１１】
　前記突出要素のそれぞれは、第１取付部材と第２取付部材とによって前記ペアのチャン
ネル壁の間に取り付けられ、前記第１取付部材と第２取付部材とは、前記突出要素の前記
ベース部分の対向する側部に取り付けられ、前記第１取付部材と第２取付部材とのそれぞ
れは前記ベース部分を前記ペアのチャンネル壁の対応する１つに連結する、請求項１０に
記載のカバー。
【請求項１２】
　離間して長さ方向に延びる複数の張出部をさらに含み、前記チャンネル壁は、対応する
前記長さ方向に延びる張出部の側方面によって形成されている、請求項１０又は１１に記
載のカバー。
【請求項１３】
　前記接触領域のそれぞれは、対応するチャンネルに設けられる、請求項１０～１２のい
ずれか１項に記載のカバー。
【請求項１４】
　前記突出要素又は前記突出要素のそれぞれは、遠位先端部分、及び前記ベース部分と前
記遠位先端部分との間の中間部分を含み、前記ベース部分と前記中間部分と前記遠位先端
部分とは弾性的に変形可能である、請求項１～１３のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項１５】
　前記突出要素のそれぞれは、静止位置から、その遠位先端部分が前記観察装置のシャフ
トの近位端部の方へと近位方向に方向づけられる近位位置に移動可能であるとともに、そ
れぞれの前記突出要素の前記ベース部分の前記ディテント部が対応する前記接触領域に当
接する前位置に遠位方向に移動可能である、請求項１～１４のいずれか１項に記載のカバ
ー。
【請求項１６】
　前記突出要素が前記前位置に移動する際、前記ディテント部は、前記突出要素が近位方
向に対して８０°～１４０°の角度をなすと対応する前記接触領域に衝突し、それによっ
て前記接触領域は前記角度を超えて前記ベース部分がさらに前方へ移動することを妨げる
、請求項１５に記載のカバー。
【請求項１７】
　前記前位置に移動する際、前記ディテント部は、前記突出要素の前記ベース部分が近位
方向に対して９０°～１６０°の角度をなすとまず前記接触領域に衝突するように配置さ
れ且つ前記接触領域に対して移動可能であり、前記ディテント部及び／又は前記接触領域
は、少なくとも１０°の角度まで、前記ベース部分のさらなる前方への移動を可能するよ
うに弾性的に変形可能である、請求項１５又は１６に記載のカバー。
【請求項１８】
　前記突出要素が前方に移動する際、前記突出要素の前記ディテント部は、前記突出要素
が近位方向に対して９０°～１２０°の角度をなすとまず対応する前記ディテント部に衝
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突する、請求項１７に記載のカバー。
【請求項１９】
　前記ディテント部及び前記接触領域は、約１６０°を超える前記ベース部分の遠位移動
をさせないように配置されている、請求項１５～１８のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項２０】
　前記カバーは、１つ以上の弾性的に変形可能なポリマー材料製である、請求項１～１９
のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項２１】
　前記カバーは、エラストマーポリエステル、コポリエステル、ポリアミド、ポリオレフ
ィン、シリコーン、ポリエーテルケトン、天然ゴム、合成ゴム、及びスチレンポリマー、
並びに前述のいずれかのコポリマー又は混合物から選択されるエラストマーポリマー製で
ある、請求項２０に記載のカバー。
【請求項２２】
　前記エラストマーポリマーは、スチレン－オレフィンブロックコポリマー、及びシリコ
ーンゴムから選択される、請求項２１に記載のカバー。
【請求項２３】
　前記カバーは、４０～６０、例えば４５～５５のショアＡ硬度のポリマー材料を含む、
請求項１～２２のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項２４】
　前記カバーは、第１のショアＡ硬度の第１のポリマー材料と第２のショアＡ硬度の第２
のポリマー材料とを含み、少なくとも前記突出要素は前記第１のポリマー材料から形成さ
れ、前記第１のショアＡ硬度は前記第２のポリマー材料の前記ショアＡ硬度よりも低い、
請求項１～２３のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項２５】
　前記カバーはモノリシックである、請求項１～２３のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項２６】
　前記カバーは一体的に射出成形される、請求項１～２５のいずれか１項に記載のカバー
。
【請求項２７】
　該突出要素の近位に配置された突出フィンガーの１つ以上のリングをさらに含む、請求
項１～２６のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項２８】
　放射線不透過性色素をさらに含む、請求項１～２７のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項２９】
　前記突出要素は１０～２０ｍｍの長さを有する、請求項１～２８のいずれか１項に記載
のカバー。
【請求項３０】
　前記突出要素の前記ベース部分から離れた位置で優先的に前記管状部材を変形可能にす
る、少なくとも１つの構造を含む、請求項１～２９のいずれか１項に記載のカバー。
【請求項３１】
　医療用観察装置のシャフトのカバーであって、該カバーは、
　前記医療用観察装置のシャフトの遠位先端に適用するように構成されるとともに、使用
時に前記シャフトの遠位端部の長さの一部に沿って延び、周囲近位縁部、周囲遠位縁部、
その少なくとも一部が前記シャフトを把持する内面、及び外面を含む管状部材と、
　前記管状部材の周りの周方向に延びるリングに離間して配置され、そのそれぞれがベー
ス部分を有するとともに前記ベース部分を介して前記管状部材に回動可能に取り付けられ
ている複数の突出要素と、
　前記突出要素の前記管状部材に設けられ、前記突出要素が遠位方向に回動する際に前記
ベース部分による衝突を受けるように前記管状部材の前記外面に配置された突起部とを含
む、カバー。
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【請求項３２】
　請求項１～３１のいずれか１項に規定された１つ以上の特徴をさらに含む、請求項３０
に記載のカバー。
【請求項３３】
　前記カバーは、小腸内視鏡、大腸内視鏡、Ｓ状結腸内視鏡、胃内視鏡、小児科小腸内視
鏡、小児科大腸内視鏡、小児科Ｓ状結腸内視鏡、及び小児科胃内視鏡から選択される観察
装置の遠位先端に取り付けるのに適する、請求項１～３２のいずれか１項に記載のカバー
。
【請求項３４】
　請求項１～３３のいずれか１項に記載のカバーを含む観察装置。
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摘要(译)

医学观察装置的轴的盖子（1）包括管状构件（2），其适于应用于医学
观察装置的远侧末端。盖子（1）包括围绕管状构件（2）周向间隔开的
多个突出元件（3），每个突出元件包括基部（13）和臂部（14）一。突
出元件绕枢轴可枢转地安装在管状构件上。基部（13）包括制动部分
（20），管状构件包括接触区域，例如突起（23），并且当向远侧移动
臂部分时接触区域使突出元件​​枢转制动部分（20）布置成能够通过移动
与接触区域（23）碰撞。 [选图]图1
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